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書店名・番線印

法政大学出版局　2023年3月24日配本　定価4950円（本体4500円＋税） A5判上製・344頁
加國尚志、亀井大輔 編 

視覚と間文化性  ISBN978-4-588-15133-0  C1010

　哲学において〈視覚〉はいかに論じられてきたか。歴史的・文化的制約をこえて、われわれの〈みる〉という経験を語ることは可能
か。ギリシア哲学から現象学、精神分析、批判理論、脱構築、フェミニズムへ、アメリカの思想史家マーティン・ジェイの浩瀚な
視覚論『うつむく眼』をめぐる日本の研究者からの応答を編んだまったく新しい〈視覚思想史〉論集。ジェイの日本講演「融合す
る地平？」を付す。 【哲学・思想】

☆関連書：M. ジェイ『うつむく眼』『力の場』M.メルロ＝ポンティ『知覚の現象学』ほか（以上、小局刊）。
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法政大学出版局　2023年3月24日配本　定価4950円（本体4500円＋税） A5判上製・366頁
加藤泰史、松塚ゆかり 編 

人文学・社会科学の社会的インパクト  ISBN978-4-588-15132-3 C1010

★★　人文学・社会科学の危機が叫ばれて久しい。しかし、この危機はどこにあり、何に由来するのか。その本質は何か。本論集では
「社会的インパクト」という概念を独自に設定して人文学・社会科学の社会的意義を解明し、この危機を克服する方途を探る。
この危機に対する海外の取り組みの紹介とともに、文系学部廃止論、日本学術会議、学び直しなどの政策から、国内外の若手
研究者が抱える問題まで、多岐にわたり問題を提起する。 【哲学・教育・社会】

☆関連書：オークショット『リベラルな学びの声』、リースマン『反教養の理論：大学改革の錯誤』レディングズ『廃墟のなかの大学』（小局刊）。
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法政大学出版局　2023年4月7日配本　定価2970円（本体2700円＋税） 四六判上製・448頁
マリアーノ・ホセ・デ・ラーラ 著／フアン・ルイス・アルボルグ 解説／安倍三﨑 訳 《叢書・ウニベルシタス 1154》

ラーラ 愛と死の狭間に  ISBN978-4-588-01154-2 C1398

★★ スペイン最初のジャーナリストともいわれる急進的自由主義者ラーラ（1809‒1837）。自国の政治的・文化的後進性を激烈な風
刺で批判するも、政治に挫折し不倫の恋にも敗れ、27歳でピストル自殺したその生はロマン主義的近代の象徴として、のちのス
ペイン文学を決定づけた。代表的記事や戯曲作品を初邦訳し、充実の文学史的解説と訳注を付した独自編集版。執行草舟氏
によるまえがき・推薦付。 【スペイン近代文学】

☆関連書：執行草舟監訳／安倍三﨑訳『ベラスケスのキリスト』（2018年）はロングセラーとなりました。
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法政大学出版局　2023年4月18日配本　定価4950円（本体4500円＋税） 四六判上製・560頁
神谷光信 著 

村松剛 保守派の昭和精神史  ISBN978-4-588-46020-3 C0095

★ 東西冷戦期、福田恆存や江藤淳と似た「保守」の立場から活動したフランス文学者・文芸評論家、村松剛。小林秀雄との出会
い、ヴァレリー研究、アイヒマン裁判の傍聴、アルジェリア戦争の取材、中東戦争への眼差し、内閣調査室への協力、三島由紀
夫や遠藤周作らとの人的交流。その生涯を丹念に追い、いかにして議会制民主主義を尊ぶ保守派のリベラル知識人となったの
かを記す、初の評伝的一冊。 【文芸評論】

☆関連書：村松剛『新版ナチズムとユダヤ人──アイヒマンの人間像』（角川新書）など。
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法政大学出版局　2023年4月中旬以降配本　予価3850円（本体3500円＋税） A5判上製・232頁
谷 憲一 著 

服従と反抗のアーシューラー 　現代イランにおける　　
宗教儀礼をめぐる民族誌  ISBN978-4-588-33602-7 C3039

1979年の革命以降、イスラーム国家として国際政治的に独自路線を貫くイラン。しかしホセイン追悼儀礼の実践にみられるよ
うに、人々の身体性はときに権威主義体制への服従を超えた過剰性を発露する。音文化の統制下で行われる胸叩きやダンス、
隣国イラクの聖地カルバラーへの巡礼、禁止された自傷儀礼など、統治と逸脱がせめぎあう両義的な生の現場を、参与観察を
通じて鮮やかに描く意欲作。 【文化人類学】

☆関連書：谷憲一・大坪玲子編『嗜好品から見える社会』（春風社）、大坪玲子著『嗜好品カートとイエメン社会』（小局刊）。

部数
新
刊
委
託


